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1まえがき

次世代無線ネットワークの1つとして,マルチホッ

プ無線ネットワークが提案されている【1胴.このネット

ワークの偶成法として,情報伝達の確実性を向上させ

るためにアドホックボートhHP)を使用する形態が

提案されている川. AHP {よ移動端末と同様の通信機

能を持ち,電柱や信号機等の固定物に設営するもので

ある.本稿では,マルチホップ無線ネットワークにお

いて,一部のAHPからのフラッティングによるマルチ

キャストを考える.この時のフラッティングするAHP

の選択方法を提案し,提案方法によってマルチキャス

トの要求を出した端末に対して,どの程度要求を満た

せるかを評価する.

2　評価モデルと配信方法の検村

本稀では,サービスエリアを正方形とし,移動端末

がエリア内のランダムな位置に分布している場合を考

える. AHPは格子状の線上に配臣され隣はするAHP

は直接通信できることする(図1を参照).このモデル

においてマルチキャストの配信方法を検討する.情報

伝達の確実性を向上させるため,送信元端末から宛先

端末までの途中の経路は, AHPを通ることを考える.

さらに,複雑な処埋を軽減するため,一部のAHPから

のフラッティングによるマルチキャストを検討する.

検討する配信方法の手順を以下に示す.送信元端末は,

自ら持つ情報パケットの受信を希望する端末を探すた

め,広告パケットL3Jを配信する.

<配信手順>

1)他の端末が広告パケットを受信し,偶報パケット

を希望するとき, mホップ以内のAHPに情報要求

パケットを送信.

2)蛸報要求パケットを受信したAHPが,他のAHP

を介して,送信元端末にパケットを伝達.

3)送倍元端末がフラッティングするAHPをk個過沢.

4)送信元端末は.他のAHPを介して.選択したAHP

に伯報パケットを伝達.

5)過択されたAHPがフラッディングhホップ以内)

により情報パケットを配信.

この配信方法において,情報パケットをフラッチィン

グするAHPの数をkに制限しているため,情報パケッ

トを希望する全端末が受信できるとは限らない.よっ

て.要求が全て満たされるかどうかは,手順3)におけ

るAHPの選択方法,ホップ放m, n,又はAHPの数k

に影響されると考えられる.最適なm, n, kを得るた

めに,選択方法における宛先端末を被覆する特性を評

価する必要があるので,以下,この特性を評価する.

3　選択方法

送信元端末は,前項の手順3)において,以下のよう

な二部グラフG (V, E)を作成するものとする. V

は. v,, v2に分割されvlの要素はAHPに対応する

点, V2の要素は情報パケットを希望する端末に対応す

る点とする. u∈V,. v∈V2. (u, v) ∈Eであるとき,

UとVはmホップ以内で通信可能である. (u, v) ¢E

であるとき, uとVはm+1ホップ以上離れている.二

部グラフG (V. E)を基にフラッティングするAHP

を選択する方法として,以下の3つ方法を提案する.

<方imサ　v.において,次数の多い順からk個の点

を選択する. AHPが送信元端末に送る情報を最小限に

抑えられるが,選択されるAHPが小さな範域に集中す

る可能性があると考えられる.

<方mサ　v,において,次数の穀も多い点をu∈vl

を選択する.次にG (V. E)より, u'∈vl,距離d (u,

uり≦2となるようなu'の点集合vl'を求める.そして,

vlをv,-v,'に置き換える.この操作をk回繰り返す.

選択するAHPを徐々に制限するため,効率的に分散さ

せられると考えられる.但し,送信元端末がAHPと情

報パケットを希望する端末の接続関係の全情報を持つ

必要がある.

<方m>　二部グラフの辺に重みを付ける.この重

みはAHPと宛先端末間のホップ数とする.そしてVl

の点に重みをm口する.点u∈vlと隣接している点集

合がtvい一. vj ⊆V2であり. (u. v,),～, (u, v.)

の屯みがそれぞれW^vl.～, w,.、iの場合, Uの屯みW

。はWu=l!W。.、,+・・・+1佃..、iとする.例えはuと隣

接している点張合がiv,, v21で, (u, V]), (u, V;)の

屯みがそれぞれ1, 2の場合, W u=l+1/2=1.5となる.

この窮みをvlの全ての点において計算する.そして重

みの大きい順からk個の点を選択する.送信元端末は,

互liみの情報のみで選択するため, AHPが送信元端末に
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送る情報を抑えられさらに近隣のAHPを選択する可

能性を低くできると考えられる.

方組, ②, ③とも次数,重みが同じAHPの場合は

ランダムに選択する.図2のa)に方　D. b)に方法

③の一例を示す. a)において, AHPの上の数字は次

数, b)において. AHPの上の数字は重み,辺の数字

はAWと宛先端末間のホップ数である.

4　計算機シミュレーション

上記の選択方法についてシミュレーションにより評

価した.端末は一定の速さでランダムに選んだ目的地

まで移動を行う.目的地に到着したら数秒間停滞し,

更に次の目的地を選択して,移動を開始する.その他

の条件を表1に示す.図3にm=3, k=6とし, nを変え

た場合,図4にm=3, n=6とし, kを変えた場合の宛先

端末を被痩する確率を示す.図3, 4より,全宛先端末

を常に被揮するにはn, kの値が,方泌丑では6より大

きく,方ぬ③では少なくとも6必要であることが

分かった.方m>, ⑳よ　ほぼ同じ値となった.方法

③は②に比べ,送信元端末に送る制御情報を少なくで

きるので,方輸t有効であると考えられる.

5　あとがき

一部のAHPのフラッティングによる配信を想定し

た場合のAHPの選択方法を提案し,提案方法における

、宛先端末を被覆する特性を示した.今後はトラヒッ

クが生じた場合の特性を評価する必要がある.
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図1端末とAHPの配置

●:端末

○:AHP

○ :Å肝　　● :フラッチィングするAHP

O :宛先端末

図2選択方法の例

エ リアの 1辺 1800 (m ) A H P 教 2 17

通信範囲の半径 100 (m ) 端末数 30 0

格子線の間隔 300 (m ) 宛先端末数 15

シミュレーション時間 200 (s) 単位時間 5 (m s)

表1シミュレーション条件
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n(ホップ)7　　8

図3　m=3, k=6の場合の被覆率

k(鯛) 7　　　8

図4　m=3, n=6の場合の被覆率


